
日
頃
は
陵
水
会
活
動
へ
の
ご
支

援
・
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
も
あ
っ
て
か
参
加
者
は
、
減
少

致
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
２
０
０
名

程
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
頂
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
各
年
度
幹
事
・
総

会
担
当
幹
事
の
皆
さ
ん
が
、
同
期
・

ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
、
ご
参
加
を
促
が

し
て
頂
い
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
昨
年
10
月
に
、
新
制
大

学
60
周
年
を
迎
え
、
盛
大
な
行
事
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
に
は
こ
こ
名

古
屋
で
滋
賀
大
学
経
済
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
１
５
０
名
も
の
方
々
に
出

席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
４
月
佐
和
学
長
が
学

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
日
は
お

忙
し
い
中
出
席
い
た
だ
き
、
こ
の
後

ご
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
役
員
改
選
期
に
当
た
り

ま
す
が
、
引
続
き
支
部
長
を
２
年
間

引
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

景
気
の
回
復
は
、
電
力
使
用
量
を

見
て
も
５
年
前
の
水
準
と
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
、

７
年
間
宇
宙
航
海
し
、
帰
還
し
た
探

査
機
「
は
や
ぶ
さ
」、
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
日
本
代
表
の
活
躍
等
明
る
い
話

題
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
後

の
懇
親
会
で
は
、
担
当
幹
事
で
あ
る

23
回
生
が
、
い
ろ
い
ろ
催
し
を
企
画

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
と

っ
て
明
る
い
行
事
に
な
れ
ば
と
祈
念

し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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支部長挨拶

今
年
度
の
総
会
は
、
６
月
19
日
�
、

ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、
ご
来
賓
・
会
員

合
わ
せ
２
０
０
名
程
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
始
時
間
は
、

女
性
も
参
加
し
易
い
よ
う
に
と
の
要

請
も
あ
り
、
午
前
11
時
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
12
名
の
女

性
参
加
が
あ
り
、
華
や
か
さ
の
あ
る

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
進
行
役
は
、
55
回
卒
の
横

田
英
理
子
さ
ん
。
始
ま
り
は
、
森
夲

支
部
長
の
挨
拶
。
計
量
・
環
境
経
済

学
の
権
威
で
あ
る
佐
和
新
学
長
の
講

演
会
と
続
き
、
会
計
報
告
・
監
査
報

告
・
支
部
活
動
報
告
等
が
な
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
役
員
改
選
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
監
事
を
務
め
ら
れ
た
大
野
監
事

が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
奥
谷
弘
和
氏

（
大
14
回
卒
）
が
監
事
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
大
野
監
事
の
支
部
に
対
す

る
ご
尽
力
、
会
員
一
同
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

懇
親
会
は
、
今
年
１
月
に
初
め
て

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
成

功
を
収
め
ら
れ
た
陵
水
男
声
合
唱
団

の
コ
ー
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て

大
森
理
事
長
が
、
陵
水
会
の
奨
学
金

制
度
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
後
、
村

瀬
副
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
、
歓
談
の

時
へ
と
進
行
。
歓
談
後
は
、
23
回
生

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
新
入
会

員
紹
介
、
来
年
度
幹
事
で
あ
る
24
回

生
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
吉
田
元
支
部
長
に
ご
挨
拶

賜
り
、
会
は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
６
月
１９
日
�

陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会
開
催

平
成
２２
年
度

来賓席

総会風景



懇
親
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
手

作
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
企
画
。
ク
イ

ズ
部
門
と
文
化
部
門
に
分
け
、
会
員

の
皆
様
が
全
員
参
加
で
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
企
画
し
ま

し
た
。

ク
イ
ズ
部
門
は
、
世
界
遺

産
と
彦
根
に
関
す
る
問
題
。

世
界
遺
産
ク
イ
ズ
の
旅
の
進

行
を
務
め
た
の
は
、
23
回
生

木
下
君
。
実
際
に
訪
れ
た
世

界
遺
産
の
中
か
ら
問
題
を
出

し
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

「
手
作
り
」
を
感
じ
楽
し
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
と
、
ク
イ
ズ
を
作

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
木
下
君
は
、

大
学
の
３
回
生
（
１
９
７
３
年
）
か

ら
海
外
旅
行
を
始
め
、
現
在
、
81
箇

所
の
世
界
遺
産
を
訪
れ
た
そ
う
で
す

（
家
族
全
体
で
は
、
１
６
０
箇
所
超
）。

会
員
の
皆
様
に
は
、
驚
き
の
景
色
・

美
し
い
映
像
に
酔
い
し
れ
て
頂
け
た

で
し
ょ
う
か
。（
映
像
は
、
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
「
世
界
遺
産
の
旅
」
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

彦
根
ク
イ
ズ
の
旅
の
進
行
役
は
、

木
村
君
。
テ
ー
マ
は
、「
思
い
出
一
杯
」。

皆
で
知
恵
を
絞
り
作
り
ま
し
た
。

老
・
壮
・
青
に
共
通
す
る
問
題
は
、

な
か
な
か
無
く
、
苦
労
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ク
イ
ズ
は
、
２
０
０
０
年
前

後
に
卒
業
さ
れ
た
若
さ
あ
ふ
れ
る
19

番
グ
ル
ー
プ
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
部
門
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
歌
謡

の
コ
ラ
ボ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
担
当
は
、

太
田
孝
夫
君
。
４
歳
か
ら
バ

イ
オ
リ
ン
を
始
め
、
現
在
は
、

働
き
な
が
ら
、
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
室
内
管
弦
楽
団
（
豊
田
市

に
本
拠
）
に
所
属
す
る
現
役

の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
す
。

今
回
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
聴

く
者
を
魅
了
す
る
優
雅
な
演

奏
は
、
見
事
な
も
の
で
し
た
。

歌
謡
担
当
の
三
輪
君
は
、
彦

根
で
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所

属
。
基
本
の
し
っ
か
り
と
し
た
歌
唱

力
・
演
技
力
に
は
、
皆
様
満
足
し
て
頂

け
た
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
懇
親

会
は
、
非
常

に
ス
ム
ー
ズ

に
運
営
で
き

ま
し
た
。
ご

協
力
に
厚
く

御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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アトラクション
世界遺産の旅と彦根

佐
和
学
長
講
演
の
演
題
は
、〝
グ

リ
ー
ン
産
業
革
命
―
人
類
の
生
存
を
脅

か
す
10
の
「
危
機
」
―
克
服
の
条
件
〞。

要
旨
は
、
以
下
の
と
お
り
。

〝
10
の
危
機
と
は
〞

１．

テ
ロ
と
国
際
紛
争

２．

気
候
変
動
に
よ
る
被
害
の
頻
発

３．

原
油
価
格
の
高
騰
―
２
０
３
０

年
に
は
＄
２
０
０
／
バ
レ
ル

４．

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

―
太
陽
光
・
風

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
等

５．

食
料
価
格
の
急

騰
―
新
興
国
の
経

済
発
展
に
よ
る
需

要
増
・
バ
イ
オ
燃

料
の
原
料
と
し
て

の
需
要
増
等

６．

公
衆
衛
生
の
旧

態
化

７．

国
際
金
融
危
機

８．

世
界
同
時
不
況
―
金
融
危
機
は

実
物
経
済
に
も
影
響
（
自
動
車
・

石
油
産
業
の
凋
落
）

９．

雇
用
問
題
―
失
業
者
を
減
ら
す

こ
と
は
、「
公
正
な
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

10．

社
会
保
障
･
人
口
問
題
―
総
人

口
の
減
少
・
高
齢
化
率
（
65
歳
以

上
人
口
）
の
上
昇

以
上
様
々
な
問
題
に
対
処
す
る
た

め
の
処
方
箋
と
し
て
、

１．

グ
リ
ー
ン
･
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の

実
践
―
オ
バ
マ
政
策
を
例
に
と
り
、

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
気
候

変
動
対
策
を
連
動
さ
せ
、
巨
額
の

財
政
出
動
②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
普
及
促
進
に
伴
う
雇
用
創
出
等

２．

グ
ロ
ー
バ
ル
･
ケ
イ
ン
ズ
主
義

①
新
興
国
に
お
け
る

需
要
掘
り
起
こ
し
の

た
め
の
先
進
国
の
投

資
②
投
資
の
誘
引
は

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ

ニ
ズ
ム
③
こ
こ
に
は
、

気
候
変
動
緩
和
・
経

済
成
長
・
雇
用
創
出

の
固
い
絆
が
あ
る
。

以
上
２
点
を
紹
介
さ
れ
た
。

特
に
日
本
の
産
業
界
で
は
こ
れ
ま

で
環
境
対
策
へ
の
取
組
が
経
済
に
マ

イ
ナ
ス
に
働
く
と
捉
え
ら
れ
て
き
た

が
、
今
後
は
環
境
対
策
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
さ

れ
た
。
最
後
に
「
気
候
変
動
対
策
な

く
し
て
経
済
成
長
な
し
」
と
い
う
時

代
に
な
っ
て
い
く
と
し
て
、
締
め
く

く
ら
れ
た
。

佐
和
新
学
長
　
講
演

　告

平
成
23
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会



立
派
な
会
場
だ
な
、
と
い
う
こ
と

が
最
初
の
感
想
で
す
。
多
く
の
先
輩

方
と
の
交
流
は
、
と
て
も
刺
激
的
で
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
、
新
人
ス
ピ
ー
チ
で
の
自

己
ア
ピ
ー
ル
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。
滋
賀
大
の
名
に
恥
じ
な
い
、

し
か
し
新
鮮
で
大
胆
に
新
た
な
滋
賀

大
の
歴
史
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
！

今
年
か
ら
陵
水
会
の
一
員
と
な
り

ま
し
た
加
藤
弘
之
と
申
し
ま
す
。
先

日
は
名
古
屋
陵
水
会
に
お
招
き
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

社
会
人
と
な
っ
た
ば
か
り
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
学
生
時

代
の
経
験
を
生
か
し
、
日
々
の
仕
事

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
会
・
懇
親
会
が
盛
況
裡
に
終
え

ら
れ
た
こ
と
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力

の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
一
年
17
名
の
同
級

生
と
語
り
合
え
る
場
を
、
与
え
て
頂

い
た
こ
と
に
も
、
感
謝
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
、

今
後
も
継
続
す
る
こ
と
こ
そ
、
陵
水

会
の
繁
栄
に
繋
が
る
も
の
と
肝
に
銘

じ
、
仲
間
と
の
再
び
の
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
の
名
古
屋
支
部
総
会
に
つ
い

て
は
、
諸
先
輩
方
の
運
営
方
法
を
参

考
と
し
、
楽
し
い
会
と
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
来
年
の
総
会
に
向
け

て
、
現
在
十
数
名
の
仲
間
を
集
い
、

こ
れ
か
ら
会
合
を
重
ね
知
恵
を
出
し

合
っ
て
企
画
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
是
非
と
も
来
年
の
名
古
屋
支

部
総
会
に
ご
出
席
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

来
年
度
総
会
に
向
け
て

総
会
を
終
え
て
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大
山
能
孝

（
大
23
）

近
藤
一
菜

（
大
24
）

平
成
22
年
度
陵
水
会
名
古
屋
支
部

総
会
も
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
大
変
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
司
会
と
い
う
大
役
を

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
幹
事
の
皆

様
と
何
度
も
事
前
の
準
備
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
当
日
ご
参
集
頂
く
来

賓
の
方
を
初
め
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
る
懐
か
し
い
同
窓
生
に
少
し

で
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
で
準
備
を
重
ね
た
こ
と
が
、
大

成
功
へ
導
い
た
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
微
力
な
が
ら
司
会
を
通

じ
て
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
同
窓

生
の
強
い
絆
を
実
感
し
ま
し
た
。
来

年
度
も
今
年
度
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い

盛
況
な
会
と
な
る
よ
う
多
く
の
方
の

参
加
を
心
よ
り
お
願
い
し
、
再
会
の

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

加
藤
弘
之

（
大
58
）

中
島
真
理

（
大
58
）

新

人

紹

介

新

人

紹

介

新

人

紹

介

陵
水
会
名
古
屋
支
部
の

強
い
絆
を
実
感
し
ま
し
た

司
会
担
当
　
横
田 

英
理
子
（
大
55
）

「
締
め
」
の
大
合
唱

多
数
の
女
性
会
員
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収　入　の　部 支　出　の　部
前年度繰越金
平成21年度総会会費
平成21年度支部会費
本部より補助金
広告収入
寄付収入
雑収入
　　　　計

平成21年度総会費用
印刷費（総会分）
　〃　　（会報分）
会議費
交際費
雑費
次年度繰越金
　　　　計

580,872
1,420,000
612,000
128,400
110,000
120,000
80,129

3,051,401

1,724,143
353,389
587,026
225,784
30,000
17,115
113,944
3,051,401
（単位：円）

陵水会名古屋支部
収支報告書

自　平成21年３月１日
至　平成22年２月28日

支部会費：2,000円×306名
本部会費：3,000円×254名

（代理集金）

平成22年度陵水会名古屋支部会費納入者一覧表

杉山一雄        
田中貞巳        
杉浦弘、荒島保、伊澤慶一      
瀬尾且二、前畑成温、垣本武郎、浅野恒彦、大脇昭三、鈴木明男、
所鉦一
鈴木貴晴、馬路芳郎、七家旦康     
夏原昭、林哲郎       
森田三郎        
山口孝夫        
矢野浩一郎        
勝忠男、堀田一幸、福田重光、加藤昌彦、鹿野磯夫、木村善雄、山口
修、河合万之助 
森谷馨、石黒雅俊、岡田一、井箟英之、石川茂行、水野敏郎、福本
利雄、横関不二男 
近藤勇雄、松井三郎、河野洋久、石井正樹、祖父江清治    
森照明、柴宗平、清水有、近藤実、南野輝久
豊田一利、加藤功、岩田修司、市村仁、久保昭、青井春美、七里年昌、
石橋政雄、伊與正道、沓名敏郎
清俊三、川瀬泰、川口節夫、坂清司、河村実鏤、松島利一、橋本
英一郎、神谷慎太郎 
宮川益雄、久野勝利、堀田隆幸、鍋野可幸、近藤敬三、伊藤英夫、
清水明、吉田正克、吉田宣正、池田保男、木村秀夫、木村芳夫、平野
耕一、寄田昌二、脇田佳男    
坂東史雄、杉田嘉　、杉山繁城、西村泰徳、加藤伸、清水吉男、大西
敏隆、　 原寛、後藤寅二朗
上原信彦、鷲見公嗣、佐野康治、間瀬俊彦、浅田為正、深井精興、
桑原誠、小島興一、大野眞一、辻瑛、水野健治        
小林雍正、田中孝行、赤坂郁昌、築山宏一、鶴森昭雄、内藤嘉美、
山村大二郎  
古田公三、伊藤靖久、高野悟、牧野圭壮、国立徹、　 原昌夫、鬼頭
時夫、水野浩、田中慶一郎
後藤一而、大橋輝彦、佐橋孝、大竹雅司、鈴木慎吾、森芳雄、磯貝
嘉男、福田勇夫、加藤俊二、加藤宗作、加藤嘉隆、酒井盛雄、新沢
高明、加藤公男、倉坪和久、尾形榮一、嶋津導彦、森夲正、川村
憲一、角井正澄、丹下義友、山田建造、吉田武久、吉野祐次郎     
藤原寛治、望月弘隆、山中正行、牧野安宏、奥谷弘和、青山一道、
石原秀夫、市川弘幸、伊藤仁隆、岡村明光、早川匡彦、古橋功朗、
森崎敏男
森下昭造、長坂重信、余語寿郎、伊藤英雄、服部憲昌、村瀬英巳、
吉田稔、石田正彦、杉本佳彦、杉山皓造、山村慎太郎      
木村征司、竹島毅、蜂須賀聰太      
池口克彦、伊藤信行、阿多博之、柘植和夫、青山政弘、岩田政三、
石井卓、川茂進一、戸田一巳
山下松志、利岡明憲、加藤久典      
加藤満、沓名隆夫、外山哲男、山口郁夫、春木隆助、松林茂晴、鈴木
修、安田隆信 
岩瀬昭一、石井和敏、原田准次、板谷憲治、山口隆、伊藤惠治、天野
雅裕、鹿住誠、冨田敏夫、服部壽惠廣

森本良夫、村山明司、山内薫、上中健人、川端修、佐々木章夫  
松下和久、野寺賢二、脇田秀昭、鈴木康春、塩瀬和美、稲熊武雄、
中島伴邦、今井田昭三 
高山穣、山本守、太田孝夫、武藤勝昭、太田昭憲、牧真喜子、山内
佳紀、加藤隆英、大山能孝、稲垣信也、木下貞之、木村正文、酒井
康行、竹内伸治、冨田修、三輪直樹、森勇次  
後藤佳良、牛田好紀、野瀬廣司、杉原隆義、梛野誠、近藤一菜、吉田
誠、安達誠二、石川良信、杉崎昌英、鈴木理博、森幹宏、吉村謙司、
吉田貴美子     
伊奈伸夫、片岡嘉幸、遠藤稔、野々山徳雄     
鬼頭由秀、牧伸夫       
加藤英隆、浜中準史    
牧野博和      
水野潔、田中弘司、石川智里、兼松賢、中山雅幸、表野宏和 
岸泰志、澤木享弘、落合睦司、玉井博之、塚本浩三
堀洋一、寺西基治、橋本衛、山田康博、渡部亨
倉田弘継、中桐克英、武藤享
小川正路、横井隆幸、鈴木俊彦      
河合伸幸、重松正彦
志賀康仁、堀尾熱生       
三沢幸一、吉村公成、樋口偉久      
日比野厚、渡邉忠守
前田英嗣
山下利明        
坪内芳朗、脇田英市       
福江孝明
金澤清美、安井正人、小林靖      
松田耕平
齊藤正和        
坂井啓宏        
北川晃      
白井達也        
畔柳雄一        
関谷禎友        
小田絢子、金森功二、丸山精也      
大前友紀、小久保智生
平井道人
山田泰久、横田英里子       
藤原佑樹
大橋彰範、川口緑、辻美己子、宮崎翠   
加藤弘之
清水一冶、寺倉幸夫   
長谷川信三
川地正章      
富尾洋也        

本14
16
21
22

23
24

東01
工01
大01
02

03

04
05
06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16
17

18
19

20

21
22

23

24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
42
43
44
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

短04
07

院02
17

卒回 氏　　　　名 卒回 氏　　　　名

平成22年8月20日現在　合計315名

　  上記には、本部扱いによる金融機関口座からの自動引落納入者49名を含む。 注



俳
句
会
の
ご
案
内

文
学
に
も
俳
句
に
も
全
く
縁
の
無

か
っ
た
私
が
俳
句
を
や
り
始
め
た
の

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
全
く
違

っ
た
正
反
対
の
事
を
や
り
た
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
で
は
上
は

高
商
20
回
の
榊
原
大
先
輩
か
ら
下
は

大
学
13
回
の
倉
坪
副
支
部
長
ま
で
10

人
の
同
窓
生
を
擁
す
る
会
と
な
っ

た
。
俳
句
に
興
味
の
あ
る
人
は
勿
論
、

無
い
人
も
一
度
是
非
遊
び
に
来
て
下

さ
い
。

会
員
数
　
16
人

日
　
時
　
毎
月
第
２
土
曜
日
13
時

場
　
所
　
昭
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

地
下
鉄
御
器
所
駅
２
番
出

口
よ
り
南
へ
３
０
０
ｍ

会
　
費
　
月
１
０
０
０
円

連
絡
先
　
橡
会
名
古
屋
支
部

支
部
長
　
伊
與
正
道
（
大
６
）

1
０
５
６
５–

３
５–

２
７
２
７

幹
　
事
　
石
橋
政
雄
（
大
６
）

1
０
５
２–

７
５
２–

３
８
２
６

陵
水
男
声
合
唱
団
の
今
年
の
活
動

は
多
彩
で
す
。
ま
ず
、
１
月
23
日
に

初
め
て
の
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
西
文
化
小
劇
場
は
満

席
と
な
り
、
大
成
功
で
し
た
。

６
月
19
日
に
は
恒
例
の
名
古
屋
支

部
総
会
に
参
加
し
、
会
場
か
ら
拍
手

喝
采
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

27
日
に
は
滋
賀
県
高
島
市
で
行
な
わ

れ
た
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
に
６
年
連
続
の
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
松
下
伸
也
先
生
（
バ

リ
ト
ン
歌
手
）
の
指
導
の
も
と
、
一

歩
一
歩
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
20
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
が

歌
っ
て
楽
し
む
仲
間
を
も
っ
と
増
や

し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
合
唱

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
様

の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
外
山
哲
男
（
大
19
）

1
FAX
０
５
６
２–

４
８–

４
３
６
７

E-mailt-toyam
a56@

sf.com
m
ufa.jp

2010年9月25日　第32号名 古 屋 陵 水（5）

俳

句

会

男
声
合
唱
団2010.6.27

「合唱コンクール」

「句会風景」

名
古
屋
陵
水
会
囲
碁
部
は
発
足
以

来
七
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今
や
部

員
数
も
20
余
名
に
な
り
、
偶
数
月
の

第
一
土
曜
日
に
は
名
駅
前
の
「
島
村

囲
碁
ク
ラ
ブ
」
に
て
「
定
例
競
技
会
」

を
開
催
し
て
居
り
ま
す
。

又
、「
陵
水
三
地
区
交
流
囲
碁
大

会
」（
関
東
・
中
部
・
関
西
地
区
合
同

の
競
技
会
、
本
年
度
は
奈
良
で
２
日
間

に
亘
っ
て
実
施
・
参
加
人
員
28
名
）、

「
西
日
本
大
学
O
B
囲
碁
大
会
」（
西

日
本
大
学
21
校
・
３
０
０
余
名
が
参

加
し
て
９
月
に
大
阪
で
開
催
、
我
が

校
O
B
も
２
チ
ー
ム
・
10
名
で
出
場
）、

更
に
は
、「
中
国
・
台
湾
・
韓
国
と
の

対
抗
試
合
」「
プ
ロ
棋
士
を
同
行
し
て

の
研
修
旅
行
」
等
を
企
画
し
て
囲
碁

を
積
極
的
に
楽
し
ん
で
居
ま
す
。

囲
碁
を
愛
す
る
皆
さ
ん
！
　
私
達

と
一
緒
に
囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
　
水
野
健
治
（
大
10
）

1
FAX
０
５
２–

８
３
２–

９
５
５
５

E-mailk-m
izuno@

luck.ocn.ne.jp

囲

碁

部

皆
さ
ん
は
、
滋
賀
大
学
に
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
２
つ
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
ひ
と
つ
は
学
生
の
サ
ー

ク
ル
活
動
で
す
。
こ
の
滋
賀
大
学
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
創
立
は
、
昭
和
56
年
。

彦
根
市
内
で
最
初
に
で
き
た
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
し
た
。
昭
和

59
年
の
第
１
回
定
期
演
奏
会
を
皮
切

り
と
し
て
、
今
年
の
11
月
23
日（
火
・

祝
）
に
第
27
回
定
期
演
奏
会
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
彦
根
市
内
で
５
番

目
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

し
て
誕
生
し
た
社
会
人
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
す
。
こ
の
陵
水
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
は
、
平
成
17
年
に
第

１
回
演
奏
会
を
開
催
し
て
以
来
、
今

年
の
９
月
12
日
�
に
第
４
回
演
奏
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
も
Ｏ
Ｂ
有

志
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

連
絡
先
　
横
井
隆
幸
（
大
33
）

1
０
５
２–

７
２
３–

６
６
４
８

E-mailstarnet@
w
orld-egg.com

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「陵水三地区交流囲碁大会」

予　

平
成
23
年
6
月
18
日
�

11
時 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山

「第3回演奏会」



〝
喜
寿
、
古
稀
、
還
暦
〞

毎
月
第
２
金
曜
日
に
開
催
さ
れ
て

い
る
陵
水
亭
。
３
月
12
日
は
、
特
に

盛
況
で
し
た
。
喜
寿
が
祖
父
江
さ
ん

（
大
４
）、
南
野
さ
ん
（
大
５
）、
古

稀
が
小
島
さ
ん
（
大
10
）、
還
暦
が

杉
谷
さ
ん
（
大
21
）
と
祝
賀
会
ム
ー

ド
一
色
で
し
た
。
毎
回
８
名
ほ
ど
が

参
加
し
て
、
政
治
経
済
か
ら
年
金
、

健
康
問
題
ま
で
多
岐
の
話
題
で
盛
り

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
一
度
、

顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
年
に
２
、
３
回
で
結

構
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

陵
水
亭
亭
主
　
今
井
田
（
大
22
）

「
陵
水
会
名
古
屋
支
部
」
で
は
、

平
成
９
年
か
ら
月
に
一
度
の
「
交
友

サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
続
け
て
い
ま
す
。

名
づ
け
て
『
陵
水
亭
』

老
い
も
若
き
も
気
楽
に
集
ま
っ

て
、
時
々
は
彦
根
を
偲
び
、
学
生
時

代
を
思
い
な
が
ら
、
大
い
に
話
を
弾

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当
　
吉
田
　
稔
（
大
15
）

1
FAX
０
５
２
│

７
５
１
│

２
０
１
０

E
-m
ail
m
_yoshida52@

yahoo.co.jp

〈
時
　
間
〉
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
金
曜
日

午
後
6：

30
〜

〈
場
　
所
〉
錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」10
階『
唐
観
月
』

〈
会
　
費
〉
５
、０
０
０
円

〈
日
　
程
〉

平
成
22
年
10
月
8
日（
金
）
11
月
12
日（
金
）

12
月
（
休
み
）

平
成
23
年
1
月
14
日
（
金
）

2
月
11
日
（
金
・
祝
）

3
月
11
日（
金
）
4
月
8
日（
金
）

5
月
13
日（
金
）
6
月
10
日（
金
）

（6）名 古 屋 陵 水2010年9月25日　第32号

陵

水

亭

話

『
陵
水
亭
案
内
』

N

〈桜通り〉

テレビ塔

〈
大
津
通
り
〉

〈錦通り〉

●NHK

●

芸術文化
センター

オ
ア
シ
ス
21

TEL 052－953－2820 ／ 0120－489953

名古屋市中区錦３－５－４
セントラルパークアネックスビル10F

東急ハンズアネックス 10階

唐観月

北越物産株式会社
伊 藤 仁 隆代表取締役 （大14回）

●本　　　社
〒950-0962  新潟市中央区出来島１丁目５－55

携帯：090-4850-0656

〒943-0804  上越市新光町１丁目６－11　楡井事務所内
●上越事務所

TEL：（025）-522-8166

陵水会名古屋支部　支部役員

顧　　問

　 〃

　 〃

　 〃

支 部 長

副支部長

　 〃

幹 事 長

副幹事長

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

会計幹事

監　　事

本科21回

大学　3回

大学　8回

大学10回

大学13回

大学13回

大学15回

大学17回

大学15回

大学19回

大学22回

大学30回

大学33回

大学43回

大学21回

大学14回

役職名 氏　　名 卒業年次

井 澤 慶 一

岡 田 　 一

吉 田 宜 正

小 島 興 一

森 夲 　 正

倉 坪 和 久

村 瀬 英 己

岩 田 政 三

吉 田 　 稔

松 林 茂 晴

今井田　昭　三

久 田 寿 一

横 井 隆 幸

金 沢 清 美

山 内 　 薫

奥 谷 弘 和

陵水会名古屋支部　本部役員

顧　　問

副理事長

　 〃

理　　事

　 〃

評 議 員

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

大学　3回

大学10回

大学13回

大学13回

大学17回

大学　5回

大学　6回

大学　8回

大学　8回

短大　7回

大学15回

大学15回

大学17回

大学21回

大学22回

大学30回

役職名 氏　　名 卒業年次

岡 田 　 一

小 島 興 一

森 夲 　 正

倉 坪 和 久

簗　瀬　悠紀夫

南 野 輝 久

伊 與 正 道

吉 田 正 克

吉 田 宣 正

長谷川　信　三

村 瀬 英 己

吉 田 　 稔

岩 田 政 三

山 内 　 薫

今井田　昭　三

久 田 寿 一


